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2015年度もアジアの高校生が日本に、日本の
中高生がアジアの国々に訪問しました。彼らは、
慣れ親しんだそれまでの生活から離れ、さまざ
まな体験をしました。
今号の「仲間からの便り」では、プログラム毎に
参加者のコメントを紹介します。

一年間楽しかったです。私は多くの経験を得
ました。来た時には誰も知らなくて、日本語
も喋れなかったですけど、皆さん手伝ってく
れましたので、なんでも簡単になりました。
時々つらい時だったが、それで私は成長する
ようになりました。日本の食べ物は美味しい
ですから、太くなってしまいました。このプ
ログラムをやっているので、他の国からの友
達に会って、他の文化も知っているようにな
りました。今でもずっと日本の文化学びたい
です。もっともっと友だちと遊びたいです。
私は学校で知識と多くの友人を持って、私は
そのために本当に満足しています。

シティ・ファティハ・サキナ（インドネシア）

一番変わったと思うのは世界を広く見るよ
うになったことだと思う。私は日本で留学す
る間、インターネットで偶然に韓国人の大学
生が京都で韓国の伝統の服を着て道でフ
リーハグをする動画を見た。動画の最初は無
視して通り過ぎる人が多かったが、だんだん
ハグしてくれる人も出てきた。その姿を見て
私は韓国と日本は仲良くなれるだろうと
思った。（中略）私も最初日本に来た時を思い
出してみれば日本について先入観があって、
心配もしたが、先に心の門を開けて相手に近
づけていったら国籍が違うことはどんな問
題にもならないことを悟った。

イ・ジェハ （韓国）

去年の夏休み、私は留学の最初の6ヶ月につ
いてレポートを書きました。それらの間、私
は私の経験がこれ以上よくなることができ
ないと思いました。しかし、私はまちがって
いました。その後の5ヶ月間は最初の6ヶ月
よりもっとすばらしくて、よかった。（中略）
フィリピン人はカトリックだからフィリピ
ンのクリスマスはとても大きいおいわい。日
本はクリスマスケーキを食べるしゅうかん
がある。最初はさみしかったけど、ケーキを
食べた、うれしくなった。（中略）ここでの経
験はいっしょうわすれません。私のじんせい
をかえたのでわすれることができません。
アンドリエン・アギラー・デスピ（フィリピン）

ホストファミリーと友人たちが今までに私に
して下さったことに感謝しています。彼らは
私に沢山の楽しい思い出を与えてくれた上
に、彼らも私に沢山の事を教えてくれた。日
本にいる期間に、私は日本の文化と風俗がよ
り良く分かるようになって日本の固定観念が
変わっていったと思います。流暢ではないが、
日本語がだんだん上達していって、日本語で
自分の意志を通じることができて、嬉しいで
す。（中略）他の人と互いに納得して、理解を
深めて、いつか世界がより良い場所になるだ
ろう。帰国後、他の人に外国へ訪れることや
留学することを激励しようと思う。

タン・シャー・リン （マレーシア）

学校が大好きなんです。友だちがおもしろく
て、しゃべりも上手だから毎日ぜんぜんさび
しくないです。（中略）部活の友だちたちから
一つ学んだ。“どんなことがあっても最後ま
でがんばって行こう！勝つか負けるかどうか
まだ分からないけど、とりあえずがんばろ
う！”これはバスケをするときだけじゃなく
て、いつでもがんばるっていう気持ちなん
だ。この気持ちは日本人しか持ってない気持
ちだ。今、意味分かった。なんで日本人がつ
らいこと我慢して、あきらめないで、前を目
指す。これはみんながんばっているっていう
ことなんだ。

スラダー・セースン （タイ）

アジア・オセアニア高校生交換留学プログラム

体験レポート全文はかめのり財団ホームページ（http://www.kamenori.jp）でご覧いただけます。

アジアの国々から日本へ
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仲間からの便り

マレーシアでの10日間は私にアジアを見つ
め直すきっかけを与えてくれた。日本での事
前研修では日本語を勉強している外国人生徒
を相手に日本の紹介をする想定でシミュレー
ションを行った。外国人生徒役の大人たちか
ら「分からない」を連呼され、伝えられない事
にショックを受けた。「いざ行けば大丈夫だ

ろう」その時は楽観的に考えていたが、実際
に現地に行ってみると、ここまで日本語が難
しい言語であったかと悩まされるほど、「伝
える」という事の難しさを痛感した。国籍も
文化も価値観も宗教も違う参加者との出会い
は日本について考え、向き合わせてくれるも
のとなった。 山木光希

2015年度、日本からのかめのり奨学
生は、中学生がタイ、高校生がカン
ボジア、マレーシア、韓国に滞在し
ました。ここでは、日本からのプロ
グラム参加者の体験レポートを紹介
します。

プーケットの津波
メモリアルパーク
は被災地学習とし
てたくさんのこと
を学ぶことができ
た。そこではみんな「（津波が起こる前）なん
で波が引いたのかわからなかった」と同じこ
とを言っていた。助かった人は、近所のおば
あさんの津波が来るという言葉があって逃げ
たらしい。しかし、大半の世代は、津波がな
んなのかも知らなかったのだ。あらゆる人が
津波の知識が少しでもあったら助かったかも
しれない。やはり知らないということはとて
も怖いと思った。「津波てんでんこ」（津波の
際、「自分の命は自分で守る」という教訓）は
大切だと思った。 早川哲人

中学生交流プログラム（タイ）

にほんご人フォーラム（マレーシア）

このプログラムへの参加は、学校で行ってい
る寺子屋運動で設立された寺子屋を実際に
見てみたいという思いからだった。寺子屋に
通う現地高校生と交流し、カンボジアと日本
の情報を共有することができたし、勉強に対
する意識を高めることができた。発展途上国
と一言で言っても、とても発展している都市
もあった。しかし、都市部と農村との間で格
差が生まれているのも事実で、そんな環境で
も前向きな発言を聞くことができて、とても
勉強になった。これからも学校で寺子屋運動
を続け、私の体験談を伝えながらより多くの
人が参加してくれるように頑張りたい。

松井玲菜

カンボジアスタディツアー
（カンボジア）

私は今回の留学で、たくさんの事を学びまし
たが、一番強く感じたのは人の優しさ・あた
たかさでした。観光地や地元を案内しても
らったり、クラス
のみんなが日本の
事に対してすごく
興味を持ってくれ
て、たどたどしい
日本語でどれだけ
日本が好きかというアピールをしてくれたり
しました。私がこんなに楽しく1ヶ月を過ご
すことができたのは、たくさんの方々の支え
があったからこそなのだと思います。この事
は普段の生活ではあたりまえすぎて気づかな
いことだと思います。 佐野由依

短期派遣プログラム（韓国）

日本からアジアの国々へ
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